
6 次総・意見出しの場  
ｗｅｂアンケート回答集計結果報告（速報・簡易版）  

2020/6/25 
作成：未来デザイン研究部  

1 
 

1 はじめに  

  本報告書は、令和元年度に実施した「白川町第６次総合計画まちづ

くり会議（通称：6 次総・意見出しの場。以後、“ 6 次総・意見出し

の場”と記載）」の一環として実施したｗｅｂアンケートの集計結

果報告である。  
 

  未来デザイン研究部で製作し運営した。ｗｅｂアンケートの製作

にあたっては、これまで“ 6 次総・意見出しの場”で出たアイデア

とそのアイデアへの“付け足し” 注 1 を含む約 500 のアイデアを基

に８つに分類 注 2 し、設問を設定した。  
 

  ｗｅｂアンケートの目的は、６次総への関心を持ってもらうこと、 
“ 6 次総・意見出しの場”を含む広聴部分で出てきた様々なアイデ

アについて“ 6 次総・意見出しの場”に参加していない人にも知っ

てもらい、アイデアや意見を言う機会を用意することにある。  
 

  本来であれば、白川・白北・蘇原・黒川・佐見の五地区会場にて、

さらに広く展開する計画であったが、コロナウィルス対策のため  
オンラインによる展開となった。  
 

  五地区開催した場合の想定参加者数（最大 40 人×５）に基づき、

ｗｅｂアンケートで集める回答数の目標を 200 としていたが、最

終的には 305 回答を集めることが出来た 注 ２。  
 

 
注 1   “ 6 次総・意見出しの場”で出てきたアイデアを紹介する掲示を各地

区ふれあいセンター等で実施し、同時に追加のアイデアやアンケート

を募ったもの。これをアレンジして掲載した。→P.3  
 

注 2   リアル会場での「意見出しの場」でも同一参加者を排除しない事から考

えて、回答制限無しの延べ数とした。また、同居家族や子ども高齢者など

同一アカウントからの回答もあるとの観点からも、アカウントによる回

答制限の設定は不適当であると考えた。  
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２．ｗｅｂアンケートの準備 

● 6 次総意見出しの場で出た「８年で宣言」の元になったアイデア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和元年度「白川町第６次総合計画  
まちづくり会議等開催業務」事業報告書より  
(p.20 の図 )  

 

 

 

●「付け足し」のアイデア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「８年で宣言」と１０分類 元になったアイデア群 

フセンや模造紙への書き込み 紙のアンケート 
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●様々なアイデアを８つの観点毎に紹介。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 10 分類の元になった様々なアイデアをあらためて整理し、８つの観点で分類。それ

ぞれにイメージしやすい言い回しに変え、設問１～８までの分類別アイデア紹介と、

自由に記述できる設問を用意し、回答者属性（居住地区、年代、性別）を収集する

ように設定した。 

 

 設問１～８では、これまでに出たアイデアの紹介が主な目的なので、多く出たアイ

デアを中心に「共感するアイデア」を選ぶ形式で設問を設定した。また、その際に

共感するアイデアが無い場合には「その他」に追加できる仕様とした。 

 

  スマホからの回答が多いであろう事を想定して、小さい画面でも見や

すく、かつ、回答しやすくするために工夫した。また、回答結果はリ

アルタイム集計として、誰でも見られるよう公開した。 
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●ｗｅｂアンケートのスタート画面。 

 

●回答終了後の画面 

 

  

クリックすると集計が見られる 
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3．ｗｅｂアンケート回答集計結果 

  実施期間は、5/10～ 6/20 までの 42 日間。期間中 305 件の回答（ア

カウントによる回答制限をかけていないため延べ数）が集まった。 
 

  周知については、口コミ、ＳＮＳでの拡散の他、企画課の協力によ

り町ホームページでのお知らせ掲載、「広報しらかわ 6 月号」での

案内掲載、「すぐメールしらかわ」での配信（ 6/11、 6/19）によっ

て告知を行った。  
それぞれの掲載・配信直後には回答が増え、その中でも「すぐメー

ル」は毎回配信後に 80～ 90 回答が増加した。LINE での配信の効

果が大きかったと思われる。  

 
  回答の傾向として、 30～ 50 代を中心とした若い世代の割合が多い

ことは特徴的である。特に、日頃なかなか集めにくい高校生の回答

が多くあったことは注目に値する。→次ページ  
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●回答者属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

若い世代の 

割合が多い。 
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選択項目として掲載したアイデア 

木で地域循環型社会を作ろう！材木だけでなく、薪・木工品など、木を活用し尽くす 

山に人が入りやすい環境作り。旧道・登山道の整備、山の手入れ、山で遊ぶ（ボルダリング、

マウンテンバイク、トレイルランニング、山歩き） 

草刈りの負担を減らしたい！（草刈りビジネス、草刈りマイスター制度、移住者に草刈り応援券

給付など） 

山仕事がしやすい仕組みをづくりで、林業担い手を増やそう。 

※その他への回答については別途記載→ 

  

設問１ 
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選択項目として掲載したアイデア 

若い人が戻って来る・定住するための仕組みづくり 

（住宅、子どもの教育、消防の負担見直し etc.) 

現役世代の負担を減らそう 

（自治会の役を減らす、オンライン会議普及、行事や各種会の簡略化 etc.) 

災害時に強い田舎の暮らしへ、みんなが備えよう（地域事情にあった避難訓練、誰もが初

期消火できるようになる訓練、発電スポット etc.） 

町の事業としてリサイクル活用～あげます・欲しいですのマッチング、物々交換で物を大事

に 

空き家の持ち主と、住みたい人のマッチング。空き家を貸す人にも恩恵を。 

※その他への回答については別途記載。 

  

設問２ 



6 次総・意見出しの場  
ｗｅｂアンケート回答集計結果報告（速報・簡易版）  

2020/6/25 
作成：未来デザイン研究部  

9 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択項目として掲載したアイデア 

生涯現役！高齢者も子どもと一緒に通学できる学校があるといい。給食も一緒に！ 

毎日体を動かして健康寿命を延ばそう～白川茶レンジ体操、ウォーキングマップ 

健康度アップ＆健康維持の人に還元できる仕組み～豆まめ健康チャレンジ進化版（万歩

計、ウォーキンググッズなど、健康・体力づくりに役立つものをプレゼント） 

※その他への回答については別途記載。 

 

  

設問３ 
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選択項目として掲載したアイデア 

子育て世代の移住者を増やそう～食の安心、生活環境の良さ、少人数教育の良さ 

町内で食料自給率あげる仕組み。移動式チャオで集荷＆販売を日代わりで各地区へ 

地元無農薬野菜、町内産食材で安心で美味しい給食・配食を実現 

有機の里、農業、半農半 X で暮らせる町として PR, 

※その他への回答については別途記載。 

設問４ 
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選択項目として掲載したアイデア 

子どもが進学を諦めないで済む制度がある（奨学金、寮、高校・大学生がいる世帯への支援

など） 

オンラインで学べる、世界と繋がれる教育環境で「学力」＋「生き延びるチカラ」の高い子ども  

子育てと仕事が両立できる仕組みがある（預かりや送迎支援、就労支援、テレワーク普及支

援、家事支援などの負担軽減策） 

地区を超えて交流できる。学校統合に先立って、町内小中学生の交流機会を増やし同級生

意識を高めよう 

※その他への回答については別途記載。 

 

  

設問５ 
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選択項目として掲載したアイデア 

地域内でヒト・モノ・カネを回す。地域特性に合わせて町内でも助け合い。 

 

農業体験（茶摘み・茶もみ、トマト狩り、草刈り etc.）を魅力的なコンテンツとして外に PR  
クオーレを交流の拠点に～町内も町外も（列車で来られる送迎バス・駅前商店街案内マッ

プ、駅に代わる待合せ場所、見通しの悪い橋や施設のリニューアル etc.) 

※その他への回答については別途記載。 

 

 

設問６ 
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選択項目として掲載したアイデア 

行政の取り組みを見える化し、町民も知恵を出し合う機会や場がある 

 

町民の交流～町内各地区、行き来しやすい道路環境や交通網の整備  
町内どこでも Wi-Fi 使える～離れていても人と人が繋がる仕組み 

 

※その他への回答については別途記載  

設問７ 
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選択項目として掲載したアイデア 

地区毎にも総合計画を作り、地域での自治を考える 

 

地区を超えて伝統文化が学べる、交流できる  
毎月、5 地区のどこかでマルシェや物々交換市開催 

 

※その他への回答については別途記載 

  

設問８ 



6 次総・意見出しの場  
ｗｅｂアンケート回答集計結果報告（速報・簡易版）  

2020/6/25 
作成：未来デザイン研究部  

15 
 

●設問１～８の「その他」への回答一覧。 

※誤字脱字原文ママ 

設問 1 環境

保全・治山… 
林道整備、治山整備で災害に強い山林づくり 

設問 1 環境

保全・治山… 
林道を生活道路として整備 

設問 1 環境

保全・治山… 
飛騨川をトンネルで直線に流す。島地区付近。議論しませんか。 

設問 1 環境

保全・治山… 
紅葉木 

設問 1 環境

保全・治山… 
企業の誘致 

設問 1 環境

保全・治山… 
環境負担金を集め 草刈り等 高齢世帯は 少しでも安価で頼めるように。 

設問 1 環境

保全・治山… 
ただでさえ狭い道。脇の木を切ってせめて明るく 

設問 1 環境

保全・治山… 

白川町の代表的な樹木数種類の種と育て方を希望者に配り、苗木を育てても

らい、年 1 回の植樹祭に参加してもらうことで街を活性化する。 

 

設問 1 環境

保全・治山… 

川を保護しよう。農薬を減らし、生活排水を川へ流すなら洗剤について考えて

みよう。川の手入れ。 

設問 1 環境

保全・治山… 

自然を守る=

暮らしを守る 

林業再興。森林整備の専門家育成。モデル林整備。林道、架線技術継承。森

林組合改革。林業で雇用生み、移住者増え、環境が守られる。８割の山を全く

活用できていない。 

 

設問 1 環境

保全・治山… 
野草などの動植物のことの学習。山の宝物達の使える知識を身につける。 

設問 1 環境

保全・治山… 
農林業を生業とし、十分な収入を得られるようにすべき。 

設問 1 環境

保全・治山… 

自然を守る=

暮らしを守る 

自然食品専門のお店を出す（環境に影響しない食品生活雑貨の店）ここで買

い物をすると、地域で経済を回す一つの働きになると思います。あと、もう一つ

あります。太陽光パネルを作らないようにする。これは環境と、景観に悪く大き

く影響します。これを無くす。 

設問 1 環境

保全・治山… 
ブッシュクラフターに楽しみながら白川町の山林を有効に活用してもらう。 

設問 1 環境

保全・治山… 
竹林の整備 
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設問２暮らす

人を大切に 
次の世代も住めるように家の改修にもっと補助を 

設問２暮らす

人を大切に 
国道、県道の全線２車線化 

設問２暮らす

人を大切に 
高齢の親と一緒に暮らす現役世代への負担軽減 

設問２暮らす

人を大切に 
暗黙のルール、半強制のない、村八分を許さないまちづくり 

設問２暮らす

人を大切に 
お年寄りの住みやすい No.1 の町にする 

設問２暮らす

人を大切に 
白川ポイントカードのお店を増やしてほしい 

設問２暮らす

人を大切に 

東北震災後、農村回帰があったようにコロナ災害の中、自然の中で暮らしたい

人は増えるはず、受け皿の住宅建設、IT 環境の整備、学校の統合を進めて

ほしい。 

設問２暮らす

人を大切に 
定住年数で奨励金など 

設問２暮らす

人を大切に 
消防団操法大会、夜警当番の廃止 

設問２暮らす

人を大切に 
移動販売車(定期便)があるといい。 

設問２暮らす

人を大切に 

田舎だからこそインターネットの利用を充実させる。便利なサービスの利活用

について、周知したり勉強会を開催したりする。 

設問２暮らす

人を大切に 
低出力水力発電、テレワーク移住の推進 

設問２暮らす

人を大切に 

町のみんなで取り組む特徴ある産業の創設。生活に必要とされる手作り木工

品で比較的簡単なもの・・白川細工・・移住したその日から収入につながる活

動ができる町 

設問２暮らす

人を大切に 
自給自足に繋がるスキル(農業や、火起こしなど)を身につける機会を増やそう 

設問２暮らす

人を大切に 
空き家を民泊や準公民館として使用する活用法を模索する 

設問２暮らす

人を大切に 

IT の仕事ができる空き家を紹介して田舎の野菜づくりなど田舎暮らしも楽しめ

る空き家利用 

設問２暮らす

人を大切に 

小さな地区単位でその土地の事情に合わせて物事を動かしていくことが必

要、各支所の業務充実と権限を。 
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設問２暮らす

人を大切に 
実際の住み心地をわかること。 

設問２暮らす

人を大切に 

子供が増えるのが何より一番。町が活気付く。子育て世代 I ターン、U ターン

目指した仕事と住居作りを街が全面的にバックアップ。 

設問２暮らす

人を大切に 
何事も「幸福度」を中心としたルールや決め事にしていく。 

設問２暮らす

人を大切に 
安心して通行できる道づくり、町道の整備町道にかかる山林の整備 

設問２暮らす

人を大切に 

コロナで様々な行事がなくなって、逆に幸せ・安らぎを感じた人も少なくないと

思う。行事にお金を出すより、前項の農林業含む色々な事業振興にお金を出

すべき。 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１  
歩いて楽しい環境が欲しい 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
病院へかからなかったら 何か良いことがある仕組み 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 

農薬の害を知って、除草剤の無防備な散布を禁じてほしい。ヘビーな喫煙者

の多い白川町は、優しい禁煙を進めて脱喫煙プログラムがある町 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
添加物や農薬のない食の勉強会をする 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
定年退職後も働ける職場を増やす 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 

の町 

長野県が寿命日本一になったように、医食同源の実施と推進を行う。さいわい

町内には農産品などの産業が少なからずあり、それを絡めて食べて健康にな

ることを推進していってもいい。 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
長生きが良いとは限らない 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 

生涯学習の充実。お手伝いチケット（地域通貨的な？）で、誰かのためになる

ことをする時間をつくる（家でぼーっとする時間を減らし、役に立つ充実感を得

られる工夫） 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
食生活の指導 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 

指先を使って脳を活性化。お年寄りと子供達が自由に集まれておもちゃやア

ナログゲームなどが出来る憩いの場作り。 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 

減少する給食をお弁当・惣菜として小分けし独居者や高齢者への昼食として

届ける 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 

官民共同で健康外来を設置して健康不安、維持、治療などで健康になるため

の仕組み作り 
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設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
医療費をあまり使わなかった健康世帯を表彰 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
みんなが家庭菜園出来る、できれば有機栽培を応援するような補助。 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
まごやさしいの豆胡麻野菜椎茸芋類を食べる習慣を教育する町 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
スモールタウン化、コンパクトタウン化 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
スポーツジムがあるといい 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 

白川茶レンジの健康茶を数種類、開発する。お茶の材料の栽培が新しい産業

となる。 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
年寄りが元気過ぎる 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 

地元独自の食べ物を、正しく(その食物の特徴を生かした)食べる方法を身に

付けたい 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
食の危険を教えるセミナーをする 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
終活の考え方も皆さんに勧める 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 

トレッキングコースを整備、周知してもっと身近にする。ウォーキングやサイク

リングのしやすいように道路やコースを整備する。 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
病院にかからない人に特典を。 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
お一人様用高齢者シェアハウス 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 
東座を利用したイベントで若返る。 

設問３健康 

寿命Ｎｏ．１ 

の町 

高齢の方が生きがいを持てるような支援。集まりや楽しみをつくる。家に引きこ

もりがちになるのをふせぐことが健康にもつながる。健診などの補助、充実。

医療機関の整備。 

設問４持続可

能な暮らし 

無農薬野菜の意味を理解しましょう。政府の許可した農薬を使用しても無農薬

と表示できます。 

設問４持続可

能な暮らし 
放棄農地の活用、協力者支援 

設問４持続可

能な暮らし 
農地は 都会の人に貸し出す 
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設問４持続可

能な暮らし 
農地の集約で生産性をあげる 

設問４持続可

能な暮らし 
働く場所の確保 

設問４持続可

能な暮らし 
地元産の食材のネット販売 

設問４持続可

能な暮らし 
食材における通信販売を浸透させる、買い物はインターネットにフルチェンジ 

設問４持続可

能な暮らし 

自分も生産者に。現役世代や移住者に農業ができる場所を提供したり、教室

を開く 

設問４持続可

能な暮らし 
給食センターの横にカフェ設立。１日○○食限定で給食ランチがある。 

設問４持続可

能な暮らし 
お年寄りの住みやすいナンバー1 の町 

設問４持続可

能な暮らし 
エネルギーを地域自給できるしくみづくり。SDGs の教育推進 

設問４持続可

能な暮らし 

チャオ独自の事業展開ならいいけど、ネット販売とか。よそから来るひとに白

川のいいものをアピールしてファンを増やす場所だと思う。 

設問４持続可

能な暮らし 

農業、半農半 X で暮らせるかは微妙。現実は有機の里でもない。そもそも持

続可能な暮らしがイメージできてないです。 

設問４持続可

能な暮らし 
 地銀と連携した地域通貨アプリの開発、活用 

設問４持続可

能な暮らし 
 黒川地区だけでなく、他地区にも移住者を。 

設問４持続可

能な暮らしが

できる町 

町内での時給率を上げるのは大事だが、町内だけの消費量では実際に農家

の経営をまかなうのは現実的ではない。時事的になるが、コロナの影響で生

協などの食品宅配サービスが盛況になっている。チャオでネット販売をからめ

た野菜セットなど企画するなど、個人宅配サービスの仕組みを新たな部署とし

て作る方法が一案。もしくは、すでに実際にネット販売など行っている農家や

食品加工業者に対し、その事業者が支払っている送料の何割かを助成金とし

て出し、通販の仕組み強化を促すと良いと思う。 

設問４持続可

能な暮らし 
 一緒にご飯が食べれる公営地域食堂の 

設問４持続可

能な暮らし 
 リニア中央新幹線開通による関東に住む人の隠れ家（プチ軽井沢）を造る 

設問４持続可

能な暮らし 
自給電力(水力・バイオなど) 
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設問４持続可

能な暮らし 

チャオや遠隔地への販路へ集荷配送・集荷販売を行う人を育成、アルバイト

代を払って配達・販売を行ってもらう 

設問４持続可

能な暮らし 

インターネットを利用して稼ぐ若い世代を集める。ネットビジネスを普及させ、

若い世代の収入を底上げする。 

設問４持続可

能な暮らし 
白川町のスタンプラリー 

設問４持続可

能な暮らし 
地元の小売業への支援で、町内の買い物で済ませられる町づくり 

設問４持続可

能な暮らし 
地区内商店の(生協的)宅配サービス 注文はアプリか注文用紙で。 

設問４持続可

能な暮らし 
地域のもので作ったカフェや喫茶店があると嬉しい。 

設問４持続可

能な暮らし 
食糧自給を実感し、誇れるまでにする。 

設問４持続可

能な暮らし 
行事を減らしてほしい。 

設問４持続可

能な暮らし 

御神事など昔からの行事を尊重し継承し、大事にしていく心を育てる環境づく

り 

設問４持続可

能な暮らし 

漁業や酪農の町との提携で豊かな食生活のできる町づくり。小人数だけでな

く、質の高い教育の受けられる町。 

設問４持続可

能な暮らし 
楽しく生活するための、白川町らしい住む人重視のイベントを考えていきたい 

設問４持続可

能な暮らし 
みんなで売れる野菜作りと販売で白川を宣伝 

設問４持続可

能な暮らし 

ふれあいセンターにチャオの支店販売所を設ける。地域の自給を進めるため

に。 

設問４持続可

能な暮らし 

エネルギーの自給。小規模発電、全てつながる循環型の暮らしを応援する補

助金。 

設問５ここで

子育てしたい 
子育て世代を呼び込む 

設問５ここで

子育てしたい 

きのくに 子どもの村小学校・中学校という子どもの自己肯定感、個性、考え方

を大事にした学校があります。こういう学校を作って欲しい。 

設問５ここで

子育てしたい 
白川町でしかやらない教育（里山の活用）を研究 

設問５ここで

子育てしたい 
町民会館で入園式卒園式を一緒にする 
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設問５ここで

子育てしたい 
教育の場に農をとりいれて、生きる命の尊さを学べる学校と社会にする。 

設問５ここで

子育てしたい 
安心して働く企業が町内にあること 

設問５ここで

子育てしたい 
テレワークで出来る職種の人を呼び込む戦略を。子育て世代を。 

設問５ここで

子育てしたい 
あまり子育てしたい町に思えません。 

設問５ここで

子育てしたい 
駅に簡易宿泊施設を作って、安心して子供たちを通わさせる仕組み 

設問５ここで

子育てしたい 
英語留学や英語合宿などを行って英語が、話せる子育て 

設問５ここで

子育てしたい 
英語留学や英語合宿などを行って英語が、話せる子育て 

設問５ここで

子育てしたい 

子どもにネットを使ったスキルを勉強させ、「田舎でも稼げる若者」を創出す

る。 

設問５ここで

子育てしたい 
農業体験と誇り、東座で芸術活動などの機会を増やす。 

設問５ここで

子育てしたい 

町内企業に就職、勤続することで奨学金提供、移住してもらったら奨学金の借

金返済の補助 

設問５ここで

子育てしたい 
町を離れないで高等教育を受けられる仕組みの普及。起業力の育成。 

設問５ここで

子育てしたい 
地域から学ぶ＋オンラインで世界から学ぶ 

設問５ここで

子育てしたい 

子供の同級生が一定数いること。各地区に学校があり、質の高い教育が受け

られること。 

設問５ここで

子育てしたい 

山林を学びの場とし、子どもの感覚や感情、肯定感を最大に豊かに引き伸ば

すことができる、幼稚園小中学校一環の学校を作る。 

設問５ここで

子育てしたい 

医療の面での安心感がほしい。高校が遠いので、自宅から通いやすいような

支援。 

設問５ここで

子育てしたい 

テレワークなど働き方の変化を見据えた、自宅学習、自立学習ができるように

なる教育を子どもたちに。 

設問５ここで

子育てしたい 
オンラインで先進的な教育が受けられる環境への支援があると良い。 

設問５ここで

子育てしたい 

p4c 教育など先端+少人数の方が活かせる教育を取り入れる。コロナにより N

高など通信教育でも大丈夫だという町づくり。 
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設問６そのま

まの暮らしが 
米作りを契約し販売 

設問６そのま

まの暮らしが 
白川口の駅の改札をキャッシュレス化しないと都会から人が来にくい 

設問６そのま

まの暮らしが 

魅力の町 

白川の自然を生かして白川町の入り口として魅力を生かすには…私は小原 2

駐車場～新田農機さんの下くらいまで遊歩道にして憩いの場所があるといい

なぁと思います。おのずと河川敷が綺麗になります❗ 

設問６そのま

まの暮らしが 

農家の畑の場所がわかるマップを作ってそこで観光客が収穫した野菜を使っ

た料理を出す旅館があったら面白そう。 

設問６そのま

まの暮らしが 
地域で のこしたい場所を共有する 

設問６そのま

まの暮らしが 
多団体が繋がって、観光になる仕組みをつくる。 

設問６そのま

まの暮らしが 

手モミ、お茶栽培、シイタケ栽培、トマト栽培、エゴマ栽培など、農業ユーチュ

ーブで、白川町の特産品への理解を深めるを町として推進する 

設問６そのま

まの暮らしが 
事故の多い白川口駅前を再整備 

設問６そのま

まの暮らしが 
共感できるものはない 

設問６そのま

まの暮らしが 
街と比較して生活水準の変わらないまちづくり 

設問６そのま

まの暮らしが 
海外交流（日本人だけに目を向けない、オンラインでの交流は技術的に容易） 

設問６そのま

まの暮らしが 

魅力の町 

オーナー制を取り入れたセカンドハウスを別荘兼避難小屋という位置づけで

田畑もつけて貸し出し、都市部とのコミュニティを形成する。農林業ともマッチ

ングさせる。 

設問６そのま

まの暮らしが 

あるもの探しを町内で実施し、マップ化する。小中学生と一緒に地元学を学

び、町民がまず白川町の魅力に気づくきっかけをつくる 

設問６そのま

まの暮らしが 

野菜だけでなく、鶏の平飼での卵集めやイワナ・ヤマメの養殖場での釣り体験

をして料理を学べる町 

設問６そのま

まの暮らしが 
白川町グリーンツー協議会の作り込み、3 セク以外の民間活力アップ 

設問６そのま

まの暮らしが 

島地区にランニングバイクのレース場を作るのはどうか？そのまま若い世代

が移住できるかも？ 

設問６そのま

まの暮らしが 

魅力の町 

町内の風光明媚な場所に人が入れるサイズの額縁を設置。インスタ映え狙い

の所を各地に設置。各自治体に企画保全を任せてもいい。ローコストで集客。
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最初は町民便りだが、納得出来る物であれば、PR コストもかからず勝手に広

がっていく 

設問６そのま

まの暮らしが 

魅力の町 

町内にはたくさんの空き家があると思います。白川町が民泊事業を積極的に

後押して、外の人に来て頂いて町の魅力をしってもらう。(外国人観光局も含

む) 

設問６そのま

まの暮らしが 

体験移住の回転率をあげて、ノマド生活やデュアラーなどの拠点を作らない人

たちを積極的に受け入れる。 

設問６そのま

まの暮らしが 
住民たちの多様性を発見すること。変なヒトたちたくさんの町。 

設問６そのま

まの暮らしが 
お茶を使ったパンや、クッキー、朴葉寿司つくり、味噌作りなど体験ができる 

設問６そのま

まの暮らしが 

町からの人が楽しめる、少人数イベントを開催できる場所(古民家)の整備。 

同じく小さな宿泊施設(古民家)の整備 

設問６そのま

まの暮らしが 
地元の家庭にホームステイ受け入れ 

設問６そのま

まの暮らしが 
地域の観光資源の開発をクオーレ周辺から行う 

設問６そのま

まの暮らしが 
気軽に泊まれる仕組み(ネット予約化) 

設問６そのま

まの暮らしが 
クオーレに対しては特に愛着もなにもない。 

設問６そのま

まの暮らしが 

自然環境を重視する意識をベースにした循環にする。（暮らし、経済、政策す

べて） 

設問６そのま

まの暮らしが 

魅力の町 

自然を活かした遊具や遊び場があると嬉しい。町外からの観光も増えると思

う。採ったお茶を使ってお茶を作ったり、スイーツなどを作る体験ができたり、

そういうカフェがあると観光にきたいと思う。 

設問６そのま

まの暮らしが 
まずは白川町の素晴らしさを感じる。 

設問７一人一

人が当事者 

発見塾は関わる人が限定的で、推進の是非など、その判断要素が不透明な

部分があったように思います。なので、成否がはっきりするクラウドファンドの

ようなもの、町内で立ち上げてみても面白いのでは？ 

設問７一人一

人が当事者 
町づくり課みたいな担当部署に一般投稿できるサイトを開設。 

設問７一人一

人が当事者 

全ての人が当事者は無理。興味のない人もいる。それより早く若い世代へ田

畑をバトンタッチ。年老いてからやる農は白川町によくない 

設問７一人一

人が当事者 
女性議会開催は如何でしょうか 
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設問７一人一

人が当事者 
今後も Web アンケートを利用してアイデア等町民から集める 

設問７一人一

人が当事者 
オンラインで意見交流 

設問７一人一

人が当事者 

 地域の特徴ある良いものを次世代に残していくと共に、良いものを生み出そ

うとする創造的チャレンジのできるコミュニティーの場を設ける。 

設問７一人一

人が当事者 
行政の横の連携強化が不可欠、優秀な人材の発掘と登用抜擢 

設問７一人一

人が当事者 

行政が、まだまだ町民の目線になっていないと感じます。そういう話もチラホラ

と聞いています。フラットな感じでの意見交換会などはどうでしょうか。 

設問７一人一

人が当事者 
公民館全てに Wi-Fi スポットと LP ガス発電機、パンの缶詰、水の備蓄 

設問７一人一

人が当事者 

議会の見える化、会議をユーチューブに載せる。白川町町つくり委員会を、こ

のようなアンケートを常にとって、町の目標を明確にして目指していけるように

する。目標が官民一致していないように思うので 

設問７一人一

人が当事者 

一つの相談事を、単一の課だけで対応するのではなく、課での連携を図れる

役場の仕組み作りを。 

設問７一人一

人が当事者 
Wifi とトイレを整備してオープンな里山としてみせる 

設問７一人一

人が当事者 
CCnet だけでなく NTT 光回線などインフラ整備を行う 

設問７一人一

人が当事者 
地域自治を一から築き上げる意識が必要ですね。 

設問７一人一

人が当事者 

行政と町民の距離、思いの熱量のバランスをとる。どうせ行政はと思わせない

こと。 

設問７一人一

人が当事者 

交通網を濃尾バスだけではなく他業種と協力する。タクシーのみで運営するの

には無理があると思うので 

設問７一人一

人が当事者 
あらゆる会議を開示化オープンにする、隠さないといけない事なんか無い 

設問７一人一

人が当事者 

意識を持って

関わる町 

5G 網が、カギ。道路環境よりも情報インフラが、整っている方が人は集まる。

(近年Ｉターンや企業誘致で成功している町はこの部分が、優れていた)コロナ

でテレワーク が、当たり前になりつつある今がチャンス。役場内でも専門の部

所(情報インフラ整備課)が、あってもいいと思う。積極的に NTT 等に働きかけ

ないとまた、白川町は後回し 

設問７一人一

人が当事者 
役場も絶対に地元を活用してほしい 
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設問７一人一

人が当事者

意識を持って

関わる町 

町議員が寄付した企業に忖度しない白川町にして欲しい。町会議員さんも、白

川町を誠実に大事にする気持ちを持って欲しい。そうすれば町民は自ずと白

川町を大事にします。 

設問７一人一

人が当事者 
住民に寄り添ったすぐやる課とか作ると良いんじゃないでしょうか。 

設問７一人一

人が当事者 

意識を持って

関わる町 

若い世代の人が今後のこの街を作っていくので、若者の意見を聞く場所を作

ってほしい。働きざかりのみなさんなので、意見をもらう場所や時間、方法を考

えないとその人達からの意見はなかなかもらえないと思う。若者の意見を大事

に考えてくれる町になってほしい。 

設問７一人一

人が当事者 
行政の資質向上 

設問７一人一

人が当事者 
誇りをもてる故郷に、白川町のいいことみつけ 

設問７一人一

人が当事者 
議会の見える化。動画配信。ネットでいつでも見られるようにすべき。 

設問７一人一

人が当事者 

インターネットで講座などを開催、個人の新しい活動を応援する仕組み(個人

が活動するようになれば、自ずと行政へも関心が向くはず) 

設問７一人一

人が当事者 

意識を持って

関わる町 

JR 白川口駅にも IC カードが利用出来るよう JR 東海(株)へ働き掛けて欲し

い。①利用②白川口駅以外の乗り入れ先からの利便性③迅速性④カードを

使って他の駅から乗入れた場合の不便性 

設問８地域

の個性を生 
特にない 

設問８地域

の個性を生 
逆に地域にこだわらない方が良いのでは 

設問８地域

の個性を生 

違いを楽しみ、お互いに尊重しながら交流。白川町内の人同士が出来ないこ

とを外に向けて発信出来るか疑問です 

設問８地域

の個性を生 
バーベキュー場 

設問８地域

の個性を生 

地区協議会を村議会のように、実質的な評議会を作りきちんと議論できるシス

テムが必要だと感じています。 

設問８地域

の個性を生 

人も少なくなって来てるので、今後誰が残るか、家をどうしてゆくのか今のうち

に考える 

設問８地域

の個性を生 

住んでいる個人の個性を大切にして、「よくわからんやつ」という考え方を捨て

る。自治体の班ごとなどのお祭りやイベントを守り、個人のみが強調されない

ようにする。 
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設問８地域

の個性を生 
どんな地域の個性があるかを見える化してみると次の共生も見えて来るかも。 

設問８地域

の個性を生 

毎月はえらくないですか？譲りたいものがある、譲ってもらいたいものがあると

いうようなコーナーを広報しらかわに作るとかから、初めてみては？ 

設問８地域

の個性を生 
得意な芸術性活動(音楽・演劇他)を表現する機会を増やす 

設問８地域

の個性を生 
東座の活用。 

設問８地域

の個性を生 

定期的なアンケートの実施。アンケート結果は公表し、インターネットでいつで

も誰でも閲覧できるようにすべき。 

設問８地域

の個性を生 
地域ごとに町つくり委員会を設置。継続的にみんなで考えれるように。 

設問８地域

の個性を生

かして共生

する町 

他地区まで車で３０〜５０分は余裕でかかる白川町。今回の自粛生活や災害

で道路が遮断されても３週間は持ちこたえられるよう、各地区（できれば車で 5

分圏内）で生活が完結する社会機能や人材を確保・維持する 

設問８地域

の個性を生 

5 地区それぞれの特徴を PR。旅人と交流し人々が定住したくなる町を模索・

提案していく町づくり。、 

設問８地域

の個性を生 
東座などの施設整備・利用の活性化をはかり意識を高める。 

設問８地域

の個性を生 
町外の人がいきたくなるイベント開催地域開発 

設問８地域

の個性を生 

校区を越えて学校を選べる。地域に予算を分配し、各地域で自治権と決定権

を。 

設問８地域

の個性を生 

各地区に遊びに行きたいと思うような場所を作る。（各地区、ここはお勧め！と

いう場所を知りたい） 

設問８地域

の個性を生 
さっきも書きましたが山林を学びの場にする学校を作る。 
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※詳細は次ページ。 

設問９ 

９２％が、白川町の事を 

考え・語り合う場がある 

と良いと思っている。 
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設問９ 「6 次総」や町への思い、町の将来や暮らしを楽しくするアイデアの

回答一覧。 

 

回答 

家から通える高校が限られていることで、行きたい高校に行けない子や、部活を思いっきり

できない子も多くいて、苦労する子が多い。 

だから、子どもたちの将来の選択肢の幅を拡げたり、子育て世代の移住促進をしたりする意

味も込めて、高校生寮の建設や、町からの通学や一人暮らしをする高校生への支援金制度な

どをできるだけ早く行ってほしい。 

広い町内で距離が遠いので他地区の人と交流する機会が限られるけど、同じ町に暮らす者同

士、もっと色々と話せる場所（喫茶店なども少ない！）や機会があると良い。 

行事が強制にならないこと。個性を活かすにはまずは自由な時間を各個人に与えるべき。価

値観が押し付けられないほうが良い。幸福は多様化している。 

 

過去のことよりも、未来を優先してほしい。精々数十年程度の伝統と一緒に心中したくはな

い。出来ること、出来ないこと、本当に優先すべきは何なのか。意地や過去の柵は取っ払っ

て、まずは切り捨てていくことをしてほしい。 

高齢者に対する施策は色々ありますが、中高年が汗を流せる、ジムがあれば（ウェイト、ラ

ンマシン） 

子供達が遊べる遊具施設が道の駅やクオーレ等他県からも集まる場所にあると良い 

粗大ゴミやガラス・陶器類が捨てやすい仕組みがあると良い。特に、古い食器など陶器類に

は、常設のコンテナやカゴでいつでも捨てられると嬉しい。指定のビニールのゴミ袋では、

袋が破れるし重くなって運べないしで、捨てるのが難しい。常設のコンテナやカゴでいつで

も捨てられれば、古い家の整理も進み、住める空き家も増えると思う。 

多様な移住者（I、U とも）を増やし、子供が増えればかなりの問題が解決に向けて前進する

と思っている。つまり多様性を増やす。役場などの組織も外部から採用したりして新風を吹

き込めば歯車は良いように回り始めると思う。協力隊も枠にはまった採用で個人を活かしき

れていない。 

自然と同じで多様性を増やして行きましょう。 

太陽光について 

町として規制をかけて欲しい。 

町内のお店が生き残っていける用な町内の人の多くの応援がほしい。生協の介入が影響大 

町民による町づくり推進グループを作って、いつでもアイデアを行政に届けることをしてほ

しい。 

町民の声をしっかり上に通して実現化する 

白川町を花の町にしたい。 

榊、高野槙、南天などの他、様々な花卉生産に力を入れる。更に町のあらゆる所に景観植物

設問９ 
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を植える。 

有機農業が盛んな花の咲く町としてアピールできる。 

以前に行ったアンケートの結果を見るとかなり現実とずれが生じています。アンケートの書

き込みは高齢者が多いので、福祉に偏る傾向があります。そこで意見出しの場を各地で開催

しているのでその内容を充実させる。 

語り合う会に参加できなくても、こういうアンケート形式でも意見しやすいと思います。 

第三セクターと行政の関与が今ひとつ理解しがたいところですが。子供達が帰ってきたくな

るような町作りに協力できたらいいと思っています。まず、役場の雰囲気を明るく元気にし

てほしいです。町の玄関ですから。 

今だったら、チャキエモンのマスクをするとか。マスクの型紙が町民会館にありましたが、

作ってみる動画配信とか、CC ネットとかもいいかも。柏屋さんに取材してみるとか。将来

的に具体的なことはまだこれから考えてみたいです。どんなことがあったらみんなが白川に

来たいと思うか。また、こんなアンケートがあるといいです。 

子供達にも、ラインでアンケートしてもらえたら、面白いですね。(中高生の意見) 

今後、大きな災害が来る事を想定し、自治会単位での学習の場を持つ、更に自治会での困り

事なども考え、高齢になっても 1 人になっても住みやすい白川町を作って欲しいです。特産

のお茶をもっと収入に繋がるよう、健康茶として売りだせることをのぞみます。 

いろんな会議を可視化して、議論が活発な町になったらいいと思います。 

役場移転、学校統合など、○○審議会とかあるけど所詮は役場の人選、同じような顔触れば

かりだし。そりゃ他人事にもなると思います。 

懇談会をみえる化して、白川らしい昔のような議論が、活発な町が今とても大切な時代にな

ってると思います。30 年前くらいの、議論、寄合、井戸端会議好きな白川人の、DNA を思

い出そう！ 

地域人材の活用。農業、林業等を中心に仕事や流通を広く知らせる。シルバー人材バンクの

方々や高齢者の知恵、生きる力を子供たちの生活や教育と繋げていけるような環境をつく

る。 

町民以外からも意見を言える機会があるのなら、非常に興味があります。 

住んでいない者が無責任なことをと言われそうですが、少し意見を。 

コロナ前とコロナ後では世の中も、仕事の仕方も変わると言われています。 

今回集約された意見はコロナ前が多数ではないかと思います。 

コロナにより多くの会社がテレワークを実施したり、分散出社したりしました。 

職種にもよりますが、現場業務でなければ、テレワーク（在宅業務）でも仕事は出来ると実

感したのではないかと思います。 

環境さえ整えば、都市でなくても仕事が出来るということです。 

今後、業態によっては、テレワークメインで月に出社数日という会社も現れるのでは。 

ハードルは高いものの、環境整備次第で上記のような会社員、さらには企業誘致ができるの

ではと思います。 
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【環境整備】 

・都市部に負けない通信環境の整備（複数ルートによる通信網強化） 

・出社時に都市部へ迅速に移動できる交通環境の整備（中央リニアへのルート整備） 

・企業誘致のための税制の優遇策への環境整備 

また、教育でも通信網を利用した講義は有効と考えます。 

当然ながら、通信教育による効率を優先し、教育の質を落としては都市部からの移住者が増

えないため、通信教育だからできる質の高い教育者による講義を織り交ぜる等の工夫は必要

ですが。 

極端かもしれませんが、中津川市・恵那市は中央リニアで発展することが予想されるので、

白川町は加茂郡から地理的にも近い中津川市に乗り換えた方が生き残れるのでは？と思って

しまいます。 

白川町にも旧黒川村の悲劇という女性蔑視の歴史があります。当人の方々は大変な苦労をさ

れて触れてほしくない過去だと思っていました。しかし、近年少しづつ当事者のかたが話を

してくれるようになったみたいですね。これは、女性蔑視の歴史であると共に戦争はいけな

い事として後世に語り継がなければ、という勇気だと思います。難しい問題もあるかとは思

いますが、『女性に優しい町(例)』宣言をして、女性が、暮らしやすい町(行政の管理職や議

員も４割以上女性の登用や子育てしながら働きやすい等)を目指すのはどうでしょうか？ 

宣言は手前味噌ではなく悲劇の歴史を経験している白川町だからこそ、日本へ、そして世界

へ発信する責任と義務が、あるのではないでしょうか。 

以上、⾧文ですみません。 

白川町の未来の姿を話し合える場を作り 

町を動かしていくしか無いのではないか。 

「町のことを語り合う」場を設けるのはいいが、若い世代の話を聞くことが重要 

いろんないいことをしている団体、白川町を良くしようとしている団体があるけど、横のつ

ながりがもてていないのが残念。異業種交流の場、何か地域で求められていることを多団体

で取り組むしくみを作ってほしい。 

白川町の中だけでも暮らしが完結するといい 

農家や畜産も多いし、水もある。白川町の中だけで暮らして行けるといい 

白川町の中だけでも十分暮らして行ける町 

白川町全体が安心して暮らせるといいなと思います。各地区で団結するのも大事ですが、私

は白川町全体が一緒になって、今の白川町の現状に合わせた暮らしができるといいと思いま

す。例えば、白川町に義務教育学校ができると良いです。また、切井はどんどんこどもが少

なくなっているので、今後が心配です。 

白川町民は新しい考え方や価値観に興味がなく、これを持った人に対して冷たい印象がある

ため、僕は白川町に定住したいとは思えません。が、魅力発見塾生のように個人で白川町に

魅力を作ろうとしている人たちがいるので、このような人たちを応援し、このような人たち
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を増やし繋げていくことで、個性的な人たちが集まり影響され、姿は変わらずとも、日々変

化していく活力のある町を目指すのがよいと思います。 

こんな田舎子どもが出ていって当たり前と言う人。私の周りにいます 

面と向かって反論できないけど、私は黒川が大好きだあ！ 

たとえ少数意見でも案を出してほしい。自分たちがやりたくないからと無視しないでほし

い。白川町しかない、白川町だから来る特性のものを作るべき 

とにかく子供たちを白川町に、 

語り合う場があったり、いろいろとイベントや企画をしてくださるのは良いが、参加しなく

てはいけないかと負担に思うことがあるし、同じような人ばかりの参加で、それで良いのか

なと思うこともある。ので、このような感じのアンケートで気軽に発言できるのはありがた

い。 

アイディアを出しても役場が動くと思えないので意味がないと思う。役場以外で資金などバ

ックアップしてくれる組織や団体がないか考えたほうが町のためになりそう。そのために話

し合う機会はあったらいいと思う 

医療機関、食料品、交通機関 

一方で人口減少、一方で地方移住がクローズアップされる中、魅力的で移住したい町という

印象が両方のバランスを保ってくれる鍵かと。移住者として、町ならではの受け入れ態勢や

他所者扱いのない居心地を確保しようと動いてくださっていることに感謝です。若い人たち

が注目している半農半 X という生き方や、有機や自然農法と自給自足の可能性というのは、

今の時代にはとても魅力的に映るのではないがと思います。まさに地方移住の時代が到来！ 

計画期間が余りにも⾧い、今まで各機関部署等で⾧期計画が出されているが、成功している

のは日本列島改造の新幹線位で、 

三年先の見通しが難しい。 

そんな状況での取組、本当にご苦労様です。 

経験豊かで、とても元気のある【後期高齢者】を有効活用する。 

新しいシステムや機械といっても、すべて歴史があると思います。【温故知新】 

結婚対策が町を活性化する唯一の道だと思います結婚したい町づくり意識づくり 

考える会を時々開催するのであれば、例えば可茂地区の市町村や県内の同じ規模の町との意

見交流会もあっても面白いのではないでしょうか。 

降雨量が設定値を超えると通行止めは時代にそぐわない。 

今回提示されている様々なアイデアはそのほとんどが共感できるものでした。本当はチェッ

クをするべきですが、スルーしました。 

只こういうアイデアが本当に六次総や行政の執行にどれだけ反映出来るかは、甚だ疑問に思

います。 

それは現在の行政運営が待ちの体制で行われていることです。 

町⾧にしろ、課⾧にしろ町民がやりだしてある程度実績がないと動かない所に大きな問題が

あると思います。 
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現在の町執行部にリーダーシップを期待するのは、難しいと思われます。そうした中でどの

ように町の未来を考えたらいいのか？ 

町民としては、面白いアイデアや、事業を思い付いたならば、自ら動く事が一番の近道のよ

うに思います。 

六次総にこだわらず実践あるのみです。それで実績が上がれば行政もついてくるのではない

でしょうか？ 

金無し、やる気無しの行政(国も含めて)に期待するのも、ある意味気の毒な気がします。 

民間が地域を守り、地域を引っ張る活動が期待されます。 

災害に強い道路、電力、通信のインフラ整備を進め、安心して暮らせる町を望みます。 

財政が苦しくなることが分かっているので、町民に現状理解と将来について考えていただく

のが大事だと思う。子育て支援も将来への投資という考えだと思うが、本当に必要なことを

精査した方が良い。基本、大人も子どもも足りてない方が、色々と知恵が出る。 

四国のおばあちゃんたちの葉っぱ産業のような、年とってからも楽しく健康的に働ける地域

の仕組みづくりが出来たら良いですね。 

事業者の後継者がいない、また現時点で自分の死後に住宅が空き家になる予定の高齢者にき

ちんと将来を考えさせる取り組みが必要 

執行部や議員活動の見える化を。住民が住みよく生活出来る為にどんな活動しているのか見

えてこない。 

若い移住者が多いと聞きますので、この動きが続くような受け入れの仕組みを充実してほし

いです。親戚の息子さんは消防団が大変だと言っていました、安全を守る活動が負担になら

ないよう、町の方でも町にあった消防団にするのがよいと思います。 

若い人が増える政策が必要 

若い世代が活躍できる町になってたい(自分も含めて) 

若者・子育て世帯の意見を聞くだけでは実行に移せたとしても、本人の実感がないのでは意

味がないと思うので、最後まで関わっていける体制が大切だと思う。 

集まる、行こう、顔が見たい、体を動かす使う、頭を使うから、少しでも収入につながるよ

うな取り組みは何かといつも考える。 

循環型の暮らしを目指す地球の中の町の一つとなるため、循環型システムを生活に取り入れ

ていくほど補助金の交付を受けられる。 

そんな町には世界中から自然環境を守る意識の人々が集まる。 

地域で小規模発電(水力)、小規模水源。 

町で自給率を高めれば、災害や非常事態にも対応できる、安心安全な町づくりで未来は明る

い。 

消防の操法大会がコロナの影響で今年中止となりましたが、子育て世代で特にすごく負担を

与えるので来年以降も中止にした方が良いと思います。 

操法が無ければ消防をやってもいいという人も居るそうです。 

移住者を迎え入れる取り組みをするにあたっても消防団活動に参加するのがかなりのネック
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になっている方は少なくないと思う。 

ただですら過疎化に歯止めがかからないのに、若い世代が地元に残りたいと思う大胆な改革

をしないとこれからの若い世代は高校卒業後に戻ってくる人は居ないと思う。 

消防操法大会が無くても特に家族、地域、仕事に影響なく、その分を火を消せる、災害に強

い訓練をした方が町のためのなると思う。 

岐阜県内の市町村がやれないことを先にやることで話題にもなり、団員確保のハードルもひ

くくなって入る人が増えるかも=自治防災にもつながると思う。 

その代わりに町のことについて考えて協力要請してみてはどうでしょうか？ 

人口が減少しているので、町から村に格下げをして小回りのできる行政とする。 

人口や移住者を増やしたいというが、その前に今の白川町はそんなに魅力的か？考えてみて

欲しい。わざわざ移住したいと思う魅力的な町だろか？移住してきてから、大変なことや嫌

なことなど、がっかりされる部分もあるかもしれないことを考えてみて欲しい。 

いろんな補助金もいいけど、お金で解決だけじゃない負担減の仕組みをかんがえてほしい。

例えば負担の例として、補助金消化のために少ない人数で無理矢理イベントを実施したり、

地域の役が一人何役もあったり等。なんとかならないか、負担減の良い知恵や仕組みはない

だろうか。考えられたらいいと思う。 

人口減少への対策はいかがでしょうか。 

生活弱者とよばれる人たち（片親や核家族、老人、障害者）、さらには LGBT、外国人の人な

ど多様な人種が住みやすい環境づくり。 

昔からの考えも大事にしていかなければならないところもあると思いますが、これからを背

負っていく、若者の意見も取り入れていけるような柔軟性にとんだ町であると嬉しい。難し

いこともあるとは思いますが、やってみないとわからないと思うので、みんなで協力して新

しいこと、新しい考えを取り入れていける町になるといいなと思ってます。 

操法大会や祭りの負担が無かった今春は生活も仕事も非常に助かった。現役世代の負担の見

直しをして欲しい。 

町営住宅の整備（古い住宅が多く、若い世代の人たちは入りたいとは思わない。外装、内観

を意識している。） 

町議員が寄付した企業に忖度しない白川町にして欲しい。町会議員さんも、白川町を誠実に

大事にする気持ちを持って欲しい。そうすれば町民は自ずと白川町を大事にします。そし

て、山、法面の太陽光パネルの乱立をやめさせて欲しい。家庭の屋根に設置するのは仕方が

ないとして、あの太陽光パネルは環境には劣悪で、景観にも、人の人生にも百害あって一利

なしです。電磁波を出します。太陽光パネルの設け方は「自分さえ良ければいい」という考

えの最たるもの。こういう方は、自然環境を大事にとか、ゴミを捨てるなとか、そういう表

面的なことよりも、全体を見た暮らしの守り方や自然環境の守り方をお勉強してください。

農薬散布、お年寄りは草取りができず仕方がないことだと思います。ここは、そういうこと

をしなくても大丈夫な協力循環ができる話し合いができるといいなと思っています。 
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町⾧、町議会、役場職員、役場関係の団体や企業の意識改革！！！ 

せっかく白川町の未来を良くしようと活動している 6 次総の方々や団体、声をあげている人

たちの意見をちゃんと聞いていない！ 

そして、そういう活動に無関心、良く思っていない人たちが多すぎる。 

今、真剣に向き合い変わらなければ大変なことになるのに… 

6 次総のみなさん、より良い未来のために頑張って下さい！応援しています。 

町内で働いて生活が出来る環境作り(会社や工場の誘致) 

町内に働く場所は無理だとしても 

41 号線の早期改良、町内の道路整備をして 

町内からでも通勤しやすい環境を！ 

また、町内で子育てで優遇をして 

早期に白川町の全学校を統合し 

社会に出ても様々な人間と付き合える教育を 

都会から来た人は「草が生えてて自然がいっぱい」と思うのですが、田舎で暮らしてる人は

「草刈りばっかりでいやや」と考えています 

自然があり、且つ、草刈りの減る方法の一つとして、「桧チップを敷き詰める」という方法を

開発できないでしょうか？赤沢自然休養林などは歩道にチップを敷いています。桧の樹皮を

敷くと腐りにくく防草効果があります 

土地があるからとりあえず住んでるのか白川が好きだから住んでるのかよくわからない人が

沢山いる。 

皆、今は楽しいけど、なんか自然に人口減少しているならしょうがない。生命活動の摂理だ

から。昭和 40 年代から既に人口減少は始まっていたのだから。 

僕は今の家をできれば子に引き継いでもらいたいと考えているので、少しでも楽しい思い出

を作れるよう考えながら生活している。 

まずは、子世代へ引き継ぎたい強い気持ちが町民にあるのか確認してほしい。 

移住者じゃなくて地の人が本気を出してほしい。 

でなければ他から早期に連れてくるしかない。 

小さくてよいから白川高校を農林高校として復活してほしい。そして学生世代を白川に引っ

張って魅力を感じてほしい。 

白川町に似た自治体で成功例した市町村を参考にする事も一つの道だと思います 

魅力に人があつまる！ 

行政はコンサルに頼るな！ 

役場職員のレベルアップ！ 

役場への要望など、直接役場には言いづらい（対応する人によって違うし、すぐ担当者変わ

るし、正しく伝わるか不安がある）。このような形のアンケートはとても良いと思う。文字通

り伝わる希望が持てるし、記録に残るのが良い。今後も続けて欲しい。 

役場へ直接意見は伝え難い、元職員、元民生委員さん出番です。ｱｲﾃﾞｨｱ拾いを！ 
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コロナで、価値観が大きく変わる。問題解決と進化をする時代となった。年功序列の役場体

制を一新し、やる気やアイデアのある職員を登用。ホワイトボードを使った会議、オンライ

ンなどで、ファシリテーター技術を取り入れて、中身のある内容の濃い議論ができる役場体

制が必要！このまま沈んでいくのをあきらめるのではなく、アイデアや人材をもっと生かす

町にしたい。議員の報酬はもっと減らし、多様性、専門性を持った議員人数を増やす。現役

を終えた議員では、現状の解決策のアイデアに乏しい。来賓仕事のみの議員はいらない。役

場に従順で、議論しない議会は、税金の無駄使い！ 

コロナの影響は今後しばらく続くと思います。ただ、これはチャンスではないでしょうか。

今回都市部では、かなり外出を制限されました。県外ナンバー狩りなどという言葉が出てき

ましたが、結局自粛しきれず、他県に外出する人が少なからずいました。 

また今後、リモートワークが一定程度、定着することが考えられ、これを機に自分が住む場

所について、見直そうとする動きが出てくるはずです。そこで移住の受け入れ先として、生

活するにたる環境をしっかりと用意し、ちゃんと PR すれば新たな移住者の獲得になるかと

思います。 

ただし、用意する環境については、入念に検討する必要があります。通信インフラはもちろ

ん、移動手段（それこそ普通車免許の取得に半額助成など）の支援、車のライドシェアな

ど、都市圏からの移住者を見据えた準備なども考えてもいいかと思います。 

まず、何より交通網の整備が不可欠と思います。 

もちろん、町内の活性化によってより良い地域となる事にも大賛成ですが、 

街への行き来を楽にする事も住みやすい地域となるために大切と思うからです。(私は、町内

から可児市まで毎日通勤をしております。) 

また、今回の企画から生まれたイベントを各地区で開催する際、より人を呼びやすくなるか

と思います。 

 

『楽』という漢字から、「たのしい」と共に住むのが「らく」な地域になって欲しいと願って

います。 

移住者移住者と言うが・・・必ずしも良い人ばかりではなく・・・犬の多頭飼い、騒音、悪

臭など、地域住民が迷惑して逆に出て行きたいなんて事態もある。 

行政は、迷惑防止条例の制定など、せめて予防できることをして欲しい。空き家バンクの登

録用紙に、迷惑行為をしない旨書いて貰うのも一つの手だと思う。 

移住してくる人は、まっとうな社会人が良い。出来れば、家族持ちで学齢期の子どもがいた

りすると素晴らしい。そのためには、子育て世代が買える・借りられる仕組みや、子育て世

帯に貸したいと空き家の持主側が思うような仕組み（税制上の優遇措置とか）が必要ではな

いか？ 

そうしないと、売れれば後の事は知らないという既に町内にいない空き家の持ち主や、ただ

安いからというだけで空き家を買う人の組合せばかりになりそうに思う。 
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移住者支援として移住１年以内の住宅改修補助などがあります。地元の方と違って親も家も

無い移住者にとっては大変有難く心強い制度です。しかし、家の改修にしても⾧く暮らすう

ちに色々問題が出てくる訳で、もう少し猶予があって選べても良いのでは？と感じていま

す。例えば、10 年住んだら使える改修補助金とか。地元の方が住み続けるための住宅改修に

も同じような補助や相談制度があると良いと思う。つまり、“移住者”支援というより、“定

住”支援策として色々考えていくべきと思う。 

奇抜すぎるアイデアも、地域以外の人のアイデアは、時により敬遠されますが、専門家会議

で意見を重ねることにより磨きがかかります。年金生活者の意見も大事ですが、今後時代を

担う方の意見を重要視するべきです。 

若い世代でも、子供にもこの故郷で頑張ろうとする家庭と、そうでなく意見はいろいろ出す

けれど機会を見ていずれ故郷を去る考えと二極化しています。 

当然前者の意見を重要視するべきです。議会の意見は当然大事でしょうけど、もっと多くの

意見を収集してください。 

アンケートの回答で関心のある人は、高齢者になりがちです。単純なアンケートの構成比だ

けでは誤った数値になりがちです。 

過去に白川町や岐阜県のアンケートに協力した事が何度かあります。一度も回答結果を見た

ことはありません（どっかにはあるんだろうなと思いますが・・・）。 

このアンケートは、自分の回答がちゃんと記録されていることがわかって嬉しいし、他の人

の回答が見れるのも楽しい。いろんな考えがあるんだなーと思ったり、同じ考えの人が居る

ことを知って勇気づけられたり。こんな形式のアンケートをまたやって欲しいです。 

過疎化の現状から、田舎の特性を生かし、観光が増えないかなと思います。 

地震には強い町ではないかなと思うので、自然と、暮らしの安全に興味のある移住者の方に

はアピールポイントだと思います。 

地元産の野菜などの食材を町が運営するコンビニエンスストア（無人）を各地区にあるのも

いいかと思います。 

特に高校の通学は大変なので、オンライン環境を充実すれば、教育や、在宅ワークにも利便

性があると思います。 

昔は観光スポットになっていて廃れてしまった場所を見直してみてもいいかもと思います。 

アフターコロナが、社会にどんな影響を与えるのか心配ですが、この白川は安心して暮らせ

る町だと思いますし、これから世の中の仕組みが大きく変わろうとしてる時だからこそ、チ

ャンスではないかと思います。 

頑張っている若い地元の人達や引っ越して来た人達が暮らしやすい環境(とくに収入や自治会

の役や消防などの負担に関して)をつくることが大切だと思う 

県道白川福岡線の二車線化を強く希望します。 

古い看板の撤去をしてほしい(景観が悪いので)。白川の入り口に四季の花・樹(緑色以外)を

植えて、町の玄関を華々しく。 

国内で唯一の麦飯石採取場をもっと PR できたらいいなと思います 
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６次総を知らない人も多いから、もっと知ってもらい、町で動けるといいと思った。 

いま、現存する施設(東座など)を整備、見直し、白川町の素晴らしさ・楽しさをイベントな

どでアピールできる機会を多くする。 

体験・有機農業で白川産・食物の良さを理解してもらう。 

よって、白川町民、行政の愛着度を高め、皆が外に向けて発信できるようにする。 

70 才になったらスマホをプレゼント。独居でもスマホを使いこなせるシニアの育成。 

U ターンを増やすため、ふるさと定着推進補助金を増やす。(最低 8 万) 

いろんなアイデアがあって、町の事を本気で考えている人が結構いることに驚きました。な

かなか知り合う機会もないけど。役場頼みではなく、いろんな思いや考えを持って見える人

同士で、町の事や色んなことを語り合う場所や場（機会）があると良いと思います。 

行政には、補助金を出すだけじゃなくて、もっと町民の事も頼って知恵や力を出し合って一

緒に白川町を住みよくしていく、そのための場づくりや仕組み作りをお願いしたいです。 

このような web アンケートはいいですね！６次総が始まってからも、毎年確認としてやった

らどうでしょうか？認知度を計って、関心を高めるために。 

岐阜県は海がありません 

海のある県と交流をしたらどうか 

子供達ばかりではなく大人も海のある環境を体験するというのはどうでしょう 

規制緩和して仕事を増やす。 

議員定数削減 

田舎らしさを楽しめる環境と、それを活かした取り組みで自立した町 

みんながたくさん声をかけてくれたら楽しいと思います 

ここら辺はもっと開発して良いと思うので、大胆な事をしてください。 

このままの白川町であってほしい。 

まだ来たばかりですが、都会にはない宝物が沢山あります(水、空気、夜空、特産物、静かな

環境、夜の暗さ、コミュニティの力強さ・・)。それを守っていきながら、堪能出来る方法を

考えていきたいです。 

移住してきた者として、この町の魅力はのどかさや、どこを見渡しても緑に囲まれている所

かなと思います。不便さや刺激がないといった不満はあるかもしれないけれど、インターネ

ットがこれだけ普及した今だからできることや解消できる問題ってたくさんある。自分の子

供たちが将来この町を出て行くかもしれないけど、一度外の世界を見た彼らに「ここがい

い」と思われるような暮らしをしていたい。自分たちがどれだけここで楽しむかだと思う。

具体的なことじゃなくてすみません。 

一人ひとりが愛せる白川町であるためにみんながもっと声に出そう！ 

私はこの町が好きだからなくなってほしくない。 

便利を作るということは何かを失うということ。 

少しでも 6 次総に反映されることを切に願います 

地域の触れ合いを更に活発にすると良いと思った 
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白川町が大好きです。今後も協力していきます。 

明るい町 

・白川口の活性化(学生出店マルシェ) 

イベント、講演会、動画、CCN など、字幕・手話を付ける。コミュニケーション支援・言葉

の見える化アプリ“UD トーク“で、話した内容を字幕表示、手元のスマホ・タブレットに、

日本語や母国語表示で、日本語のわからない方も話しの内容がわかる。会議は、議事録作成

が出来る。動画は、UD トークとおこ助(文字起こし・字幕制作・翻訳制作ソフト)で、字幕

付ける。 

 

農業＋オンラインの仕事で、空き家活用。 

 

廃校になった白川小学校の活用(１階は、オフィス、2.３階は、住宅。夏場は、鮎掛けさん

の、宿泊施設。) 

 

鯉の赤煮や野菜など、町の特産品の、通信販売または、宅配サービス。 

 

公民館を開放して、カラオケ、卓球、ジムの道具を置き、集いの場にする。夏場は、鮎掛け

さんの宿泊施設。 

 

人材バンクを作り、草取りや農業、イベントなど人手のいる時に、町内や都会の方に手伝っ

てもらう。報酬は、野菜かお金や PayPay などの通貨。 

 

町民・企業・役場共同で、町づくり。 

テレビで話題になる町へ 

テレワークが出来る人が移住すると思う。 

ドラマや映画等のロケ地誘致を！ 

まず SNS をやっている方は、白川町が素晴らしいを発信しまくる 

町の中にはお野菜つくりの名人がいっぱいいらっしゃるのにコープなどのスーパーマーケッ

トに他県のお野菜が売っているのことに疑問を感じます、町の中で賄えたら作る人も買う人

も嬉しいのではないのでしょうか。 

小、中学校に先生以外の地域の何かにたけた方が授業をしたら面白いし、わたしも受けてみ

たいと思います。 

白川町は観光地みたいな派手さがないところが好きです(笑) 

空気が美味しいし、景色も美しい、派手さがなく何もないところを生かした何かができたら

いいなーと思います。 

今年から WRC 世界ラリー選手権が日本(愛知県～岐阜県)を舞台に開催されますが、クオー

レから笹平までの道など誘致をしてみてはいかがですか？ 
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ヘリポートや広い駐車スペースがあるのでいいと思う。 

 

いつでも誰でも行ける 360 度見渡せる様な展望スポットを作って SNS で広める。 

白川町は街の灯りが影響しないので夜星が綺麗に見えるからこんなスポットがあれば市街地

からの来客は多いに期待できる 

例「⾧野県ヘブンスそのはら」など 

山村留学。夏休みやもしくは 1 年、子どもを預かるようなしくみを作っては？ 

 

個人的には夏休みの過ごしかたに困っています。 

街は暑くて、プール位しか行けない。 

子どもは自然学校か地元の学童に行き、母親は農業体験かアルバイトがしたいな。 

地区運動会などの催しもの 

地元の方、移住者の方、そして都会から来る方、みんなが交流しながら楽しめるマルシェを

開催出来るといいなぁ～と思います。 

茶の実油を作製、販売や美味しいお茶スウィーツなど開発し商品化して販売し白川町に足を

運んで食べてもらえるようにすると町の将来に繋がるのではと思う。 

町民会館にある立派なピアノ、一時間単位の料金で弾かせてくれるなら弾いてみたいし、町

も収入になるのでは？ 

東座に有名人を誘致して、色んな人に来てもらう。そして、移住も斡旋。 

働く場所を誘致したり、特産品の掘り出し研究 

白川町としてのイベントを増やす 

北側斜面を利用して人口ソリゲレンデの整備。閉鎖したスキー場から人口降雪機を購入。春

から秋は人口芝のゲレンデに。 

下の平地にはキャンピングカーの各メーカーから提供してもらい泊まれる展示場とアスレチ

ックを整備。トイレ、売店、風呂も整備。 
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その他の「なりたい町の姿」 

役場は町民の砦、事務的デスクワークだけでなく人に寄り添いもっと現場へ足を運

び親身に耳を傾けてくれなければ未来は見えて来ない。 

突出するものはない 

田舎くさくない田舎 

多様性が尊重される町。 

先ほど書いた「子どもの村小学校・中学校」の理念が地域になった形になると良い

と思います。 

人がたくさん集まり、金が落ちるまち 

住むひと全員が「この町が好きだ!」と思える町 

自然を守ることと重なるが、花の咲く町。 

自己実現、自己承認、他者承認、幸福度 

幸せいっぱいの町 

護りたい自然と、暮らしよくしていく為の工夫との、バランスの良いミックス。 

記憶に残る町 

お年寄りに優しい町 

 

１．ここで子育てしたいと思える町 
２．持続可能な暮らしが出来る町 
３．暮らす人を大切にする町 

 

Ｔｏｐ３ 

設問 10 


